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生きる力 
今年の夏、放課後等デイサービス「楽童ほうぷ」の卒業生が、「帰って来たよ」と、立

ち寄ってくれました。彼は、高校卒業後、調理の専門学校に行き、東京のレストランで働

いています。「どう？ 仕事、大変でしょ」と聞くと、「もう、もがきまくってますよー」

との答え。その一言で、彼がどんなに頑張っているかわかります。幼かった頃の彼を思い

出し、彼がもがくことのできる力をつけたことを感じ、「これが生きる力だよね」と思い

ました。東京の一人暮らし、ちゃんと生活できているかを心配すると、居酒屋で隣り合わ

せたおじちゃんやおばちゃんにごちそうしてもらうこともあるとか。「あなたはホントに

スゴイよ！」と思いました。この「生きる力」は、障害のあるなしは関係ないのです。 

地域生活サポートネットほうぷは、法人設立以来、障害をもつ子どもたちに対する様々

な取り組みをしてきました。それを一言で言うならば、「生きる力」を育んでいくための

活動だと思っています。ただ、それは、学習指導要領で掲げられている力とは違います。

私たちは、子どもたちが、今、そして、将来、自分らしく生きていくために、何をしたら

よいのかを試行錯誤してきました。その中から、「子どもから始める個人将来計画ワーク

ショップ」（現・ワタシ・ミライ・ワークショップ）や、「自立生活プログラムこども版」

（現・こどもＩＰＬ）をつくってきました。「ワタシ・ミライ・ワークショップ」では、

子ども自身が「自分が主人公」だと感じ、いろんな人同士がつながることができます。保

護者や支援者が、子どもの将来を思い描いたり、子どもに何かをさせようとしている気持

ちに気づいたりする場でもあります。「こどもＩＬＰ」は、個人の体験を広げることだけ

が目的ではなく、友達と一緒に協力しあったり達成感を感じたりしながら、体験をひろげ

ていくことを目的とします。その中で地域の人たちとの出会いもあります。いろんな人と

のかかわりの中で、困難があったときに、人に助けてもらったりもがいたりする力もつけ

ていければと思います。様々な体験を広げて、自分で選択することや決めることをして、

自分らしく生きていくことをサポートしたいと思っています。 
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多くの保護者は、将来、わが子が自立できるようにと思って、子育てをしています。自

立には、人それぞれの考え方があると思います。私たちが考える自立は、一人で何でもで

きることや自分のことが自分でできることではなく、「自分らしく生きていくこと」です。 

私は、「自分で自分のことがほとんどできない」娘を育てながら、生きる力や自立につ

いて考えてきました。「私はワタシ」と胸を張って生きていく娘から、地域の中でいろん

な人とつながり、自分で居場所をつくり、自分がしたいことを伝えて、人の手を借りなが

ら生活を楽しむ生き方を教えられました。やっぱり、「あなたはホントにスゴイよ！」と

思います。自分らしく生きていくためには、自己肯定感を育んだり、自分で、あるいは誰

かと一緒に自分のやりたいことを選んだり決めたりすることだと考えています。そして、

助けてくれる人や自分が安心して居られる場所をつくることだと思います。それが、「生

きる力」につながると思っています。 

（向井裕子） 

 

 

暑くて長い夏でした。酷暑の夏休みは、毎日のように水遊びをしました。容器に水を入

れてお互いにかけあったり、色水の噴水実験やスプラトゥーン大会を開催してゲームの世

界感を楽しんだりしました。雨の日にも、どうしても水遊びがしたいと子どもたちが言う

ので、お祭りで見かける１０円玉落としを室内で行ったりしました。子どもたちは、水遊

びを満喫した夏休みでした。スタッフたちは、帰宅すると倒れこむように眠る日々でした。 

夏休み中の「こどもＩＬＰ」は、「住」をテーマに取り組みました。普段お家でご飯を

食べるときに使用するお皿や箸置きを自分で作ってみました。型抜きを使って動物、ハー

トや星などの形を作ったり、自由に立体的なものを作ったりしました。焼きあがった自分

の作品を見て「ほんとに固くなった！」「頭もげた！ガーン」と、難しさも感じながらも

楽しんでいました。 

２学期が始まってすぐの創作活動は、ハロウィンにむけてキノコとかぼちゃ作りを行い

ました。「ハロウィンだから人食いキノコを作るぞ～」と、怖そうなキノコを作ったり、

自分の顔写真をペタペタとキノコに貼って『ボクキノコ』を作ったり個性あふれるたくさ

んのキノコが誕生しました。天井に飾って一気にハロウィンらしくなりました。 
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サマーフェスティバル＆カフェほうぷ 

7月22日（土） 参加者：子ども12名 学生ボランティア4名 

 今回も、地元の小学生や未就学児の親子、通りすがりの人など、多くの方々が来てくだ

さいました。スマートボールやおばけショット、おかしすくいなどの遊びで盛り上がりま

した。その中で、子ども達の目を引いたのは手作りの自動販売機でした。自動販売機の裏

では、子どもが働いて、缶ジュースを出します。大好評で行列ができ、自動販売機の中で

お仕事をしている子ども

達たちは「忙しいな！

      」と言いながらも楽し

そうでした。 

 

 

真夏の音楽会 ～千里金蘭大学コンサート～ 

７月 ３1日（月） 参加者：子ども8名 

 今年も千里金蘭大学の学生さんたちが、音楽会を開いてくれました。ジブリの曲の演奏や歌を披

露してくれ、子どもたちは身体を揺らしながら、ノリノリで聞いていました。クイズに正解するとラ

ムネのプレゼント。子ども

たちは、大喜びでした。 

 

 

 

 

 

やってきた！ ビリーケン・キッド 

8月 1日（火） 参加者：子ども14名 

プロレスラーのビリーケン・キッドが、ほうぷに来てくれました。初めて見るプロレスラー

に子ども達のテンションは最高潮♪ ビリーケン・キッドにスペイン語を教えてもらったり、

みんなで筋トレをしたりしたあとは、チョップをさせてもらったり、腕にぶらさがらせてもら

ったりしました。最後は、サインをもらうために長蛇の列ができました。ビリーケン・キッド

の強さとかっこよさに影

響され、サインをもらっ

た時に、「僕も強くなりま

す！」と宣言する子もい

ました。 

 

 

お姉さんたち 

いつもありがとう♪ 
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防災学習・地域清掃 

9/30（土）参加者：子ども11名 学生ボランティア4名 

 カルタを用いて防災学習を行いました。地震がきたときにとるべき行動や事前に準備し

ておくこと、火災が起きた時はどうする？ などが書かれたカルタで、遊びながら防災に

ついて学ぶことができました。読み札も「俺が読む～！」と、率先して子ども達が読んで

くれました。カルタをしたあとは、地域清掃を行いました。「意外とゴミ、落ちてるもん

だねえ」「どっちが多く

ゴミ集められるか競争

ねー」と話しながら、

地域の清掃を頑張りま

した。清水２丁目はキ

レイになったかな？ 

 

ワタシ・ミライ・ワークショップ 

 ６月に中学１年生の男子生徒、１０月に中学３年生の男子生徒のワタシ・ミライ・ワー

クショップを開催しました。中学入学の節目と中学卒業の節目で開催しました。ワークシ

ョップは、ご本人と保護者やご家族、学校の先生、放課後等デイサービスの職員さん、ピ

アカウンセラーさん、楽童ほうぷの子どもなどが参加しています。今回、参加が難しかっ

た放課後等デイサービスには、付箋に書く意見を事前に提出していただきました。ワーク

ショップでは、本人を真ん中にして、やりたいことをみんなで考えました。 

＜感想から＞ 

 私も知らない一面が知れてよかった。幼稚園小学校とできることを増やすことに一心だっ

たが、本人の意見に反したことをしてきたかもしれない。これからは、地域に根ざして、

自分の居場所を作っていって欲しと思う。自分の思い通りにいかないことがあっても、自

分の好きなことを見つけてしていってほしい。 

 普段の学校での様子と、いろんな人が見ている様子が違うので、勉強になった。学校でも、

もっとAさんにいろんなことができる、できることがたくさんあると思った。 

 家での生活や学校での様子、デイでの様子から、自分が勝手に線引きしていたことに気づ

いた。ここまでしかできないというように思ってしまっていた。世界が広がった気持ちが

した。 

 学校では楽しい話がなかなかできないが、今日は学校以外の B さんを知ることができて良

かった。また、学校で

もいろいろと話をして

いろんなことにチャレ

ンジしていきたい。 
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保護者満足度アンケート集計＆自己評価 
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HP に感想なども

掲載しています。 

ご覧ください。 
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近隣の小学校や幼稚園・保育所では運動会の季節です。子どもたちは、運動会

の練習に疲れて、ぐったりしたりイライラしたりしているかもしれません。練習では頑

張っても、たくさんの保護者の前では上手くできない子もいます。 

本番で上手くできなくても、「よく頑張ったね」とたくさん褒めてあげたいと 

思います。 

ようやく、過ごしやすい季節になりました。夏の疲れが取れますように。 

みなさま、くれぐれもご自愛ください (む) 

●法人内の活動報告● 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

●地域活動報告● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 18日(火) 

7月 19日(水) 

7月 22日(土) 

8月  9日(水) 

8月 26日(土） 

9月   8日(金) 

9月  10日(日) 

9月 11日(月) 

9月 12日(火) 

 

10月 18日(水) 

10月 23日(月) 

旭区地域自立支援協議会 事業所連絡会（児童） （旭区役所） 

旭区地域自立支援協議会 本会定例会（旭区役所） 

就学進学なんでも相談会（旭区役所） 

旭区地域自立支援協議会 相談支援部会（旭区役所） 

子育て応援セミナー（自立支援協議会こども部会・旭区役所） 

地域活動協議会福祉部会 

おやこ ひろば ほうぷ「おんがくひろば」（ほうぷ） 

旭区地域自立支援協議会 こども部会（旭区役所） 

ブックスタート（ほうぷ） 

清水地域子育てネットワーク会議（清水小学校） 

旭区地域自立支援協議会 相談支援部会（旭区役所） 

旭区キッズネット定例会（旭区民センター） 

7月  19日(水) 

7月  21日(金) 

7月  31日(月) 

7月  28日(金) 

8月  18日(金) 

9月   1日(金) 

9月 12日(火) 

10月 12日(木) 

10月 17日(火) 

10月 23日(月) 

10月 26日(木) 

～ 6日間 

職員研修「支援介助（こどもの安全確保）」（ほうぷ） 

職員研修「「相談支援専門員現任研修」受講 

職員研修「BCPの作り方」（自立支援協議会しごと部会・旭区役所） 

ほうぷ よるカフェ開催（ほうぷ） 

ほうぷ よるカフェ開催（ほうぷ） 

職員研修「「相談支援専門員現任研修」受講 

法人臨時理事会 

シェアハウス誕生日会 

集団指導（オンライン） 

職員研修「エルムおおさか・事例検討」 

大阪経済大学 ゼミ生ボランティア受け入れ 


